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管理部経営企画課管理部経営企画課

 
竹内竹内

 
浩之浩之



プレゼンター
プレゼンテーションのノート









臨床検査科
・病棟MAPの作成
・耐性菌の監視（薬剤感受性）
・部位別細菌一覧
・年度別統計
・深部感染症一覧

 

など

臨床検査科
・病棟MAPの作成
・耐性菌の監視（薬剤感受性）
・部位別細菌一覧
・年度別統計
・深部感染症一覧

 

など

薬剤科
・抗菌薬使用状況
・抗菌薬使用届出管理

薬剤科
・抗菌薬使用状況
・抗菌薬使用届出管理

事務
・職員抗体、ワクチン管理

事務
・職員抗体、ワクチン管理

看護部
・環境ラウンド
・院内感染のサーベイランスと評価

看護部
・環境ラウンド
・院内感染のサーベイランスと評価

（個人）職員感染管理

ICC 部内で報告

情報の伝達は紙・・・

１回/月
報告!!

情報の伝達は紙・・・

１回/月
報告!!

所属長



Web配信
 

⇒
 

情報共有



» XXXXXXXXXXXXXXXXXXXX



ｅラーニング連携（オプション）ｅラーニング連携（オプション）



感染制御チーム

 (ICT)
 

感染制御チーム

 (ICT)



院内感染症のサーベイランスと評価

会議の開催（月1回）

院内ラウンド

抗菌薬適正使用の啓発

アウトブレイクへの対処

針刺し事故などの職業感染予防（予防接種）

感染対策マニュアルの整備

院内研修会の開催・啓蒙活動

合同ｶﾝﾌｧﾚﾝｽ
 

１/2ヶ月





次の設問に対し5段階評価して下さい。



 
全体のイメージ

1.

 
操作性

2.

 
画面の構成



 
機能性

1.

 
情報発信（コンサルテーションや新着情報）

2.

 
患者マップ

3.

 
サーベイランス支援

4.

 
ラウンド支援（監視対象菌の管理など）

5.

 
抗菌薬適正使用管理

6.

 
ワードオーディット支援

7.

 
職員感染管理

8.

 
職員抗体・ワクチン接種管理

9.

 
統計（定型・任意集計）

10.統計（微生物）



次の設問に対し5段階評価して下さい。
 全体のイメージ



次の設問に対し5段階評価して下さい。
 全体のイメージ



次の設問に対し5段階評価して下さい。



 
全体のイメージ

1.

 
操作性

2.

 
画面の構成



 
機能性

1.

 
情報発信（コンサルテーションや新着情報）

2.

 
患者マップ

3.

 
サーベイランス支援（BSI）

4.

 
ラウンド支援（監視対象菌の管理など）

5.

 
抗菌薬適正使用管理

6.

 
ワードオーディット支援

7.

 
職員感染管理（エピネット）

8.

 
職員抗体・ワクチン管理

9.

 
統計（定型・任意集計）

10.統計（微生物）



次の設問に対し5段階評価して下さい。
 機能性



次の設問に対し5段階評価して下さい。
 機能性

過去日も参照可能過去日も参照可能



次の設問に対し5段階評価して下さい。
 機能性



次の設問に対し5段階評価して下さい。
 機能性

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
【評価点数の理由】
ラウンド支援
　評価３（医師３）
　　監視対象Ptのラウンド時に、初回コメントを消去しないと、次ラウンドのコメントが入力出来ない。
　　ラウンドの時系列管理が出来ない。

抗菌薬適正使用管理　
評価２（薬剤師）　
　　同一患者さんで同じ抗菌薬が、日を空けて投薬された場合、メモが初回優先となり、２回目以降も同じとなる



次の設問に対し5段階評価して下さい。
 機能性

システムの慣れですが・・・条件設定がやや難しい



次の設問に対し回答して下さい。



 
電子化前後で貴職の運用に変化はありましたか？


 

細菌検査の結果、統計の抽出処理がスムーズになった


 

病棟マップが過去日についても表示が可能であり、状況が把握し

 やすくなった


 

病棟マップにより菌の拡散を防ぐことが出来る


 

ICTラウンド時に検査結果、投薬状況、看護記録がまとまり理解し

 やすくなった


 

針刺し切創事故時にエピネットを見る事で概ね対処できる


 

抗菌薬、細菌が並行して確認出来るため分かりやすい


 

システムがあることでタイムリーな情報が発信できる

プレゼンター
プレゼンテーションのノート








次の設問に対し回答して下さい。



 
総合評価

☆良かったこと☆良かったこと



 
情報共有が可能となった



 
記録等データ蓄積が可能となった



 
全体的に患者さんの状態が把握できるようになった



 
ラウンドで共通の資料を参照出来る

☆悪かったこと☆悪かったこと



 
ラウンド時にノートPCでは操作性が悪い



 
何回も一人の患者さんに出ている抗生剤の管理が系列的でない



 
統計処理のカスタマイズが難しい



 
ICT入力するラウンド評価が電子カルテと同期していないため、両方を

 見なければならない


 
一覧を表示させた場合、カルテ番号や人名で検索できないものがある

職員感染は〇

 
職員抗体・ワクチン管理は×



次の設問に対し回答して下さい。



 
今後のシステム改良や開発に期待することは？

分類 項番 科 質問 メーカーからの回答

操作性 1 全科 ノートPCでは全画面表示出来ない 現在不可

2 看護師 タブレット対応は？ 現在不可

3 事務

Webで開く情報については分割画面表示可能であるが、

 
抗菌薬使用者リストなどアプリ表示に関しては分割表示

 
できない。画面切り替えの手間がかかる

現在不可

各種

 
コメント

4 薬剤

抗菌薬届出管理において複数回投与されたPtのコメント

 
が全て初回の内容となる。修正しても登録すると元に戻

 
る。

現在不可

5 医師

監視対象Ptのラウンド時に、初回コメントを消去しないと、

 
次ラウンドのコメントが入力出来ない。ラウンドの時系列

 
管理が出来ない。

現在不可

6 医師
監視対象菌検出リストと深部感染リストが同一Ptの場合、

 
コメントが同じで別記録が記入できない

現在不可



次の設問に対し回答して下さい。



 
今後のシステム改良や開発に期待することは？

分類 項番 科 質問 メーカーからの回答

その他 7 薬剤
抗菌薬適正使用管理においてカルテ側からの情報が

 
入った時点で使用届を自動出力したい

現在不可

8 薬剤
抗菌薬管理の外来統計もほしい（入退院を繰り返す場

 
合）

将来的にリリース予定

9 薬剤 AUCやAUD統計を希望 AUD統計はバージョンアップ可能

10 薬剤
電子カルテのショートカットボタンにてICT Mateは起動す

 
るが、逆は出来ない

11 医師 職員感染の入力時、一次保存がほしい 現在不可

12 事務 職員感染の承認後、修正を不可としてほしい 現在不可

13 事務
ワクチン接種対象者への案内状発行の際、氏名だけで

 
なく、ID、生年月日データを挿入してほしい

現在不可

14 事務 案内状など文書の内容をユーザーでカスタマイズしたい 現在不可

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
AUC（area under the curve；血中濃度曲線下. 面積）：血中濃度曲線の下の部分の 面積で表され. る体内に取り込まれた薬剤の量の指標。
AUD(autibio Usage Density)：1000人入院患者日数あたりの抗菌薬使用量




 

明確な導入目的を持つ

必要な機能を備えるシステムの選定


 

責任所在を明確にする

５W1H

実際に起こった課題
1.導入前は現場主導の運用であった為、担当者が係わる部分以外は

 知らない。（関心が薄い）
2.責任の所在が不明瞭

反省!!

検討が不十分であった為、現
在も試

行錯誤の真っ
中！



研修会などを開催し、システムの有効活用法を
 

見出す

ICTメンバーだけで無く、看護師など病院職員
 

全体の感染管理への意識を高める

感染対策が有効に実践されるよう、効果的な院
 

内ラウンドを実施する

積極的な学会発表などにより、個々の知識を深
 

める
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